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１．弥生時代の土坑墓

是川中居遺跡では、弥生時代前期（遠賀川系土器併行期）の甕棺から、碧玉製管玉が１０点出土した。

管玉は、径６．９～７．８ミリ、長さ１３．４～２１．６ミリ、孔径２．０～２．８ミリで、９点は分割されている。宇鉄

Ⅱ遺跡では、弥生時代中期の土坑墓・甕棺が検出されている。中でも中期後半の第１４号土坑墓からは、

３７６点の碧玉製細形管玉と翡翠製丸玉１点が出土した。管玉は、径１．９～３．０ミリと細身であり、最長

１６．２ミリ、孔径０．６～１．６ミリである。また板子塚遺跡では、弥生時代中期の土坑墓から翡翠製勾玉・

凝灰岩製玉・琥珀製玉が出土している。弥生時代の前期と中期では、副葬される碧玉製管玉の径が全

く異なっており、その製作地及び搬入経路の違いが考えられる。

２．古墳時代の土坑墓

森ケ沢遺跡では、古墳時代中期の土坑墓が２０基ほど検出され、北大式土器・土師器・須恵器・玉類・

鉄器・漆製品・黒曜石などが出土した。玉類は、ガラス製丸玉・琥珀玉・臼玉・埋木玉である。臼玉

は、１２基の土坑墓から合計２，９００点ほど出土した。市子林遺跡でも同時期の土坑墓が４基検出されて

おり、すべての墓から臼玉が出土している。石材は、緑色凝灰岩・軟玉などであり、合計４０９点出土

した。ほかにガラス製丸玉・琥珀製丸玉・管玉が検出されている。管玉は、最大長４．３ミリで、臼玉

と同じ石材を使用している。古墳時代中期の副葬品として、多量の石製臼玉を用いる点が大きな特徴

である。

３．飛鳥・奈良時代の墓（末期古墳）

丹後平古墳群は、７世紀後葉から９世紀代にかけての円墳群である。調査では、８５基の円墳と５基

の土坑墓が検出されている。副葬品として玉類を検出したものは、１５基の円墳と２基の土坑墓である。

勾玉は瑪瑙製、切子玉は水晶製、管玉は碧玉製、丸玉はガラス製と土製が主体を占める。同古墳群で

玉類を副葬するものは、７世紀後葉から８世紀前半に限定される。ほかの末期古墳のなかで豊富な玉

類を副葬する古墳には、太田蝦夷森古墳（岩手県盛岡市）・藤沢狄森古墳（岩手県矢巾町）・熊堂古

墳（岩手県花巻市）・猫谷地五条丸古墳（岩手県北上市）などがあげられる。末期古墳は、東北北部

において６世紀後半以降に構築されると考えられている。その副葬品には、生産用具（鋤・鍬・刀子・

鎌・紡錘車など）、日常用具（土器・装身具など）、武器（鉄刀・鉄鏃など）、武具（胄）、馬具（轡）

がある。装身具には、玉類とともに釧や耳環がみられる。副葬品として玉類を用いる古墳は、６世紀

後半から７世紀前半は少なく、７世紀後半から８世紀前半にかけて集中する。玉類の組み合わせは、

勾玉と丸玉（小玉）を主体にし、それに切子玉と管玉を用いている。石材も玉に合わせて限定されて

おり、玉を選別して副葬品として使用されたことが想定される。また丹後平古墳出土の勾玉の中に、

丁字頭や翡翠製のＣ字形を呈するものが認められる。同一古墳に数点ずつ含まれており、古い形態の

玉も首飾り等の組み合わせの中に意図的に含めていたことが考えられる。
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